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  …個々のコミュニティーの多くは、自由尊重主義的に正当化できないような多くの制 
  限、つまり、もしそれらが中央の国家装置によって強制されるならば自由尊重主義者 
  が非を唱えるはずの様々な制限、をもつことが可能…18)。 
 
  …自由な社会内では人々は、政府が彼らに強制するなら正当でないような様々な制限 
  を受けるような契約を結ぶことができる…19)。 
 
  国家や保護機関がコミュニティー間の再分配を強制することは許されないが、それに 
  もかかわらずキブツのようなコミュニティーは、その内部で再分配をする(または別の 
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